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日本藻初 学会 会則

(総貝1])

第 1条 本会は日本務類学会と称1;る。

第 2 ~長 本会は務学の進歩普及を!gjり，Uf=ぽて会員相互の述絡並n:.親|陸を図ることを

目的とする。

第3条 本会は前条の目的を逃するために，次の事業を行う。

1. 大会の開催(年1回)

。2. 務類IL関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定JWl'U行物の発刊

4. その他前条の目的を達するために必要な丁n業
第4'条本会の事務所は会長のもと IC.おく。

第5条木会の事業年度は4月1仁IIL始まり，翌年3月31日fL終る。

(会員)

策6条会員は次の 3怒とする。

J 

1 普通会員(務類IL関心をもち，本会の趣旨l7:賛同する個人叉は団体で，役員会

のJJ;諾するもの)

2. ~IT会員(蕊学の発達Icn献があ り， 本会の趣旨K賛同するイ|高人で，役員会の

折f~隠するもの)

3. 特別会員(本会の趣旨に焚同し，本会の発展IC.特lζ寄与した納入叉は団体で，

役只会の扱薦するもの)

策7条 本会1乙入会するには，住所，氏名 (81(.本名)，J!i;:;tを記入した入会申込illを会

:度 IC.~~I.\すものとする。

第8条 会員はf百年会Ti.300円を前納するものとする。 似し名誉会員及び特別会貝は

会裂を要しない。

(役員)

然 9 ~長本会fL次の役員をおく 。

会長 一名 (任!切lま2ケ作とする)

幹引 若干名 (任期lま2ヶ年とする)

会長ほ総会に於て会員中よ11ζれを選出すろ o 幹事は会長が会員ド1-1より ζれぞfg

名する。

(刊行物1

第 10条本会は定期刊行物「部類」を年3!iil刊行し，会只κ無料で頒布する。

附則

乙の会則は悶和28年 10月11門から施行する。



牧野先生の思い出

一ーー特に藻類を縫って一一ー

よL かず

岡田喜一*

今年.の1月1813，牧野富太郎先生は数え年， 96歳の御高齢で終に此世

を去られた。

先生が我国の植物分類学上に驚異的な数々の偉大な業蹟を残された事は

今更，記すまでもない事であるが，先生は顕花植物ばかりでなく，隠花植物

にも興味を持って居られ，藻類，辞苔類，地衣類，菌類に就いても幾多の貴

重な記録を残されて居る。殊に藻類はまだ御郷里の土佐に居られた頃に己に

関心をもたれ，当時としては未だ珍らしかったと思われる顕微鏡を使用して

の観察を行なっておられる点は特に興味が深い。

淡水藻類では明治25年(1892)に高知から Bacillariaρ'aradoxaGMEL.を

発見しクサリケイサヲの和名を附せられ又，同年Aρhanothecestagnina A. 

BR.を検出されミナソコミドリモの新和名を与えられた記録『混々録Jll号，

1952及び小生宛御葉書)や明治22年 α88θ)に佐川で Oedogoniumsp.を明治

25年に高知から Euglenaρroxima DONG.を見出された記事σ混々録J12号，
1952)が散見し，何れも我国から報告された最初の記録をなして居る。又，車

軸藻類に就いても「植物研究雑誌」や「混々録J8号に執筆して居られる。

海藻類に就いても昭和11年日936)r政界往来」に「コシブは海帯で昆布
ではない」と題し，コシプのi英名は海1ザで見布はワカメであると考証され，

昭和24年 (1949)rアララギJ8号に「寓葉歌の縄ノリ」の題名で縄ノリと云・

われた藻類はツノレモ (ChordaFilum LAMOUR.)であると主張されたり，カサ

ノリ Acetabulariaryukyuensis OKAMURA et YAMADAに乙姫傘の和名を

与え『混々録J14号.1953)又， r混々録J7号にアラメ，カヂメに関する小文
を発表して居られる。

私が先生とゆっくりお話の出来た最後は昭和29年11月5日でその時は

先生は珍らしくお元気で各地の御旅行談や採集談に話がはずみお宅を辞去す

る機会も得られない有様であったが，その時突然思い出されて「時に佐渡の

コノレダ ブィノレムがねー」と話し出されたが，はてゴノレダ ブィノレムならツ

持長崎大学水産学部
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2 藻類第5巻第1号昭和32年5月

ノレモだがと考えていると果してツJレモの乾燥した東を持って来られて縄ノリ

の説をされたが，海藻類まで失礼乍ら学名に通じて居られたのは突然の事で

はあり意外な感を受けた。恐らく其の時，先生はツノレモの和名が急に思い出

きれず学名の方が先に，思い浮ばれたのであろう。

思えば私が先生のお宅へ始めて参ったのは確か大正10年頃と記憶する

が，その時，先生は多々良泊から採集して来られたムジナモを盟の中に沢山

浮べて研究して居られた。爾来， 40年間近く御薫陶を戴いたがその間，植物

学上の御教示の外に処世上の御教訓を戴いた点が多く，今思い出すとしみじ

みと有難さを感ずる。特-に逆境に立った時の心構えを屡々教えられた。

先生の御記憶の確かさは先生を知る誰も驚いた事であるが，殊に昔のこ

とを良く記憶して居られたa 例えば50余年前に行かれた北海道利尻山登山

のお話など鴛泊の部落から鼠上までの道の景観，道路の様子まで詳しく話さ

れ恰も最近行って来られた様で， 9 iIリリシドヲの自生地， リVリヒナグν
の採築地点等， 私も 20余年前に数回，登山して体験して居るだけに其確か

な御記憶に驚かされたロ 又，鹿児島へ50年前に指宿まで採集旅行をされた

時のお話には当時，泊られた宿屋の名前まで記憶され，当時のメヒノレギの自

生状態など実に詳しく話された。

先生の御記憶の良さの一例として忘れられないのは藻類とは関係がない

ことであるが， 昭和23年の秋，全国日本鶏保存会長の故小穴彪先生から昔，

日本鶏の鶏冠にνョクロ冠と云うのがあった記録がありそれがどうも「松露」

に似ている所から来たと思われるので一度，牧野先生の御教示を得たいとの

事だったので御紹介労々同道した事があったが，その時先生は右の話を聞

かれた後，暫く考え込んで居られたが「その『しょうろ冠』は植物の松露で

はない。よくお寺の前に見かける蓮の葉の形の水槽の事である。其事は確か

この本に出て居る」と云われて， うず高く積み上げられた古書の中から下積

の一書を引き抜かれ，確かこの辺にあったと云われながら聞けられた時，正

にその「しょうろ」なるものの図が現われたのでその驚異に価する御記憶力

は正に恐るべきものである感を深くした事がある。

先生は御承知の様にどんな初歩の人にも懇切丁寧に御教示下され，謙譲

であり，学聞に忠実であった。それで，私など屡々恐縮する事があったが，

3， 4年前にも EuglenaρIroximaと Euglenaviridisとの35異に就いて

お問ねを戴いたが，お手紙にどうぞ御教示に預りたいと古かれ，専門に研究
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岡田 :牧野先生の思い出

写真設明

牧野先生を撮らせて5htいた最後の写真は去年の一月六日であった。 此i時は永い
臥床生前で~H立落ち|恨 l主力なく，すっかり熔せ哀へて}~られ， 昼間は寄々と|民っ

て屈られる状態が続いたが丁 j反，お訪ねしたl待は朝の注射が利いた後で目をさま

して居られた。

此処ILjt¥出の写真は昭和二十九年十一月五日で此時は至極お元気であったが，

乙の翌年から床につかれた。先生は此写!'riJf.大変気に入られたので他日 乙れを半
折大11:.引M'して記念11:.サインをお願いするつもりで居fニ所がその後，生伯お訪ね
する機会もなくて過~" ， 1Y~ 々îÌÍJ記の去年の冬のl時はサインをお願いするにはあま

りにお気713でみったが旬(~ ;:rんとも御ifcl談の上，忠、ひ切ってお願いしてみた所，
f0んでペンをとじれ床応寝られたまま上向 主で '~I::-JJ、れた。

それには T.MAKINO ag巴 95と氾された。今となっては之が先生の絶筆にな

ってしまった。

3 ー
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4 部類第5巻第1号昭和32年5月

している者に対しての儀礼を尽きれ，年齢，地位等を離れて謙虚に教えを乞

うと云う態度に出られる事はとても常人の出来る事ではなく，学聞に対する

明澄，忠実な先生の御見解の表れを示されたものであるう。

.昭和24年は丁度，先生の 88歳の年であったor植物研究雑誌」は先生の
米寿祝賀記念号を出版したが，此号に私は(再々先年，先生の街i郷思で採集し

た未知の Oocystaceaeに属する淡水藻があった事を思い出し， 研究の結果，

新属新種と認定し，Makinoella tosaensis OKADA と命名し，先生のお名前

と御郷里を記念したが(植研，第24巻.1-2号).今となれば之も思い1:11深いも

のとなった。醇苔類にも先生の名が記念されたのがあるが，藻類では之がI唯

一のものであろう。

先生の百歳に近い御生涯はただひたむきに植物の研究に捧げられたが，

植物に対する先生の愛情は歳老いても少しも変らず， 歳90を越えても深夜
ま至 <. 

1時.2時にも及んで止まず， その研究に寄する烈々たる熱情は正に儒夫を

して起たしむるの慨があり，之7);先生の場合は却って民寿の鍵ともなったと

考えられる。

先生を偲ぴ，過ぎし|ヨの事を思えば思い出は混々として尽きず，有りし

日の御風貌は眼前に深い印象となって浮ぷ。再びもうお合い出来ないかと思

えば人の世の淋しさが，しみじみと感ぜられる。

(3月26日夜，三悶尻の旅舎にて)
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紅藻エゾナメシの雌性器官

時田 旬r・正置富太郎林
J. TOKIDA and T. MASAKI: On the female 
organ of TurnereUαJltI ertensiα冗α
(POST. et RUPR.) SCHMITZ 

エゾナメνは北海道で糊料としてギシナシソヲの代用に利用され，商品
名は“大柴草"といいりべ 主として根室地方，特に多楽島に産することが

知られている。 9月中勾から翌年3月下句までの間，海浜に打ちあげたもの

を拾い集め，乾燥して市場に出す。北海道水産物検査所の調べによると，主

産地多楽島の昭和2年の生産高は 35，856貫，昭和7年は 18，320貫であった。

本種の繁殖器官については今日まで全く報告された例が無い。筆者らは

幸い昭和23年11月25日厚岸で採集した材・料中に雌性体を得たので， 彊果

の発達の経過を観察してみた。 その結果は昭和30年4月の日本水産学会年

会で発表したが，ここにその概要を報告したい。

エゾナメ乙/属の雌性器官は KYLIN(1934.戸が，この属の代表植 Turne・

rella seρtentrionalis (KJELLM.) SCHMITZで始めて観察しているが，著者等

がエゾナメνで得た知見は大体これと一致する。
胎原列は皮層の内方の細胞から生じ，原形質に充ちた3箇細胞から成り，

頂端の胎心細胞の上部は長い受精毛となって，屈曲し乍ら体の表面に述する。

助細胞は皮層細胞の 1個から変成し，内容に充ちていて，受精前既に認める

ことができ，胎原列とは離れた場所にあって， procarpをなしていない.

KYLINは胎原列が助細胞より遥かに多いと述べているが，本種では助細

胞の方が多く見られる。

受精した胎心細胞からは述結糸が発出し，述結糸は助細胞に接着する。

次に助細胞からは内方に向って成胞糸を生じ，これは発達するに従って，古

い部分の細胞が互いに癒合し，助細胞とも癒合して不規則な形の大きな総合

細胞ができる。その上に多くの成胞糸を生じ，その細胞の大部分が果胞子と

なって誕果を形成する。彊果を囲む特別な組織は見られない。成熟した誕来

は葉体の表面から見ると，小さな沈状を呈して密に散在し，僅かに表面に隆

汽梢北海道大学水産学部
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6 泌類 flí~5巻第1号 l昭和32:t下5月

起 している。誕生|さは体の外縁部から出来始めて次第に内方に向って出来てい

く。!ilt'l企崩官と四分胞子;単は，本間のどの種煩にもまだ発見されていない。

尚，本属の植物体は，皮音IS組織の中に脱出III胞を有することが特徴である

が，エゾナメ乙/のホノレマリ γ海水保存根本で観祭すると，J山細胞の内容物は

ミロン氏試薬で柑亦色に，ヨ{ ドヨ ー ドカリ?伎でii:色に染まり，m臼質のjメ
応をE止する。

Resume 

The reproductiv巴organsof T~t1・neγellα MeTtensiana have not been reported 

by anyone up to the pre3ent. This paper deals with the authol's' observations 
on the femal巴 plantof this sp巴cie;;;collected at Akkeshi， Kushiro Province， 

Hokkaido， on November 25th， 1948. The morphology of the female organ and 
the process of the gonimoblast development in this species， as briefly describEd 
here， agree quite well with those observed by KYLlN (1934) in T'ω・n61"ella
septeηt1'io肌 lis(KJELLM.) S::HMlTZ， Mal巴 organand tetrasporangia are still 

unknown to the genus T~t1'neTellα. 

文献

1. 木下虎一郎 (1939): 大史専[(1~聞 . :It水試旬報，411 1j'， 289. 
2. 一一一一一 (1943): 北海道の海泌資源と有j羽海泌の生態並びKJ['J7¥J'iの慨況 水産

研究誌， 38 (8)， 142-151. 
3. KYLIN， H. (1934): Uber die systematische Stellung der Gattung OpnηtieUα 

und T!ι1"neTellα. Forhandl. 1(. I<'ysiogr， Sallsk. Lund， 4 (8)， 4 -6. 

第 1図

A， エプナメシの未熟個体 ×約 1/8

E. 強*のある雌性体の一部，表而観 ×約3/4
(松!本はいずれも謂111的で佐々木茂氏が， 1956年 11)=.1 16 EI 採集したもの)
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時国・正直: 紅務エプナ j シの雌性掠官

d 

dU  Xア、ρ/
B 0 

第 2図

A. 胎原列を示す x 88 
B. 助細胞を示す x 128 
C. 助細胞に接近している連結糸 x 18 
D. 褒果の断面 x 33 (材料は厚岸で 1948年 11月25日採集のもの)
a.助細胞 cf.連絡糸 g.腺細胞 t.受精毛.

-7ー
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陸奥国大間産紅藻アカハダの体の

構造と生殖器官に就いて

川端清策*

S. KAWABATA: On the structure of the frond and the 
reproductive organ of p，αchymeniopsis Yendoi YAM. 
(Syn. p，αchymen旬 cαrnosαYENDO，non J. AG.) 

緒言津軽海峡附近産のアカハダと称する末1:辞iは1914年に故JMj接博
士により Pachymeniacarnosa ]. AG. と同定されたが，北大山田教授は

1952年日本植物学会大会に於いて次の様に述べられた。即ち津軽附近の所詐j

アカハダは栄養体の外形や構造は].AGARDHのPachymeniacarnosaによ

く似ているが，後者は嚢果に被覆糸があるに反し前者は之を欠く点で全く災

なるものである。依って此のアカハダには PachymeniopsisYendoiと命名

したいと。東北地方例えば松島湾，気仙沼湾，或いは陸奥湾等に於いてアカ

ハダと称しているものにはその内部構造特に生殖器官の形状が異なるものが

数種類あるが筆者が青森県下北半島大間附近で採集した材料は上記 Pachy同

menioρsis Yendoi YAM.と全く一致するものである。 依って之を材料とし

て山田教授指導の下にその体の構造と生殖器官の精査を試みた結果を報告す

る。此処に御指導を賜わった山田教授に深く謝意を表し，又材料採集に御協

力下された地大混学部植物分類学教室川嶋l昭二氏に感謝の怠を表する。

1 材料及び方法材料は1954年青森県下北半島大間岬， 弁天島，及

び下風呂附近に於いて筆者が採集したもの，及び同年3月弁天島に於いて川

嶋氏が採集したもののフォルマリン液演にしたもの。染色方法は5%乳酸水

溶液にコットシプリューを 0.5%にとかしたもので染めた。

2. 体の外形 体の長さは30cm内外に述し，叉状或いは:学;状に分裂し，

裂片のl隔は普通2-5cmあり，厚さは老成したもので1mm内外で先端が次
第に尖っている。体の附着部はタシパノリ (GratelouPiaelli戸icaHOLM.)と

酷似し体の法部附近の裏面に於いて無柄で岩礁に着生する。時に共通な盤状

根から有柄で叢生するように見えるものもあるが之は附着部附近から体が分

裂したのである。裂片の縁辺部が表面に直角にナイフで切ったようになって

梁北海道学芸大学岩見沢分校
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川端: 陸奥国大関産紅藻アカハダの体の構造と生殖務官1"1:就いて 9 

いるととは外形的1'L.著しい特徴である。イキは紫紅色乃至暗紅色で，多量の粘

質物を出し，乾燥時台紙に密着する。

3. 体の構造体は成熟したもので1000μ内外若い体では500μ内外厚

い。皮層は15層内外あり外周，中間，内層が区別出来る。外皮層は7層内外

よりなり細胞列は数回叉状に分岐している。外皮層の細胞は長楕円形で，横

の述絡は見られない。中皮層は5層内外の，外皮層細胞よりは遥かに大形の

畏楕円形細胞より成り，之等の細胞は所々に於いて横の連絡がある.内皮層

は5層内外で縦横に述絡する大形の星形細胞から成り，内は髄糸に連絡して

いる。皮層細胞の形は個体により，又成熟の程度により可なり変化し，個体

によっては甚しく細長いものあり，又個体にょっでは丸味を帯びて細胞間隙

の比較的少ないものもある。髄層は体の厚さの概お5分の2を占め，可なり

密な髄糸から成り特に中央部に於いて緊密である。髄糸は体の長軸に沿うて

走るもの多く，之に斜め又は横に若干錯綜するものがあり，所々に於いて文

状に分岐し，頼粒状の内容物に富むものが多い。此処に附記したい事は筆者

の採集した殆んど全部の材料の体の内部に外形が Chaetosiρhonに似た細胞

隔壁の殆んどない糸状の寄生藻が存在することである。

4. 四分胞子襲 四分胞子褒は皮層細胞列の外から7番目内外の中皮層

細胞の中腹から分岐して形成され，十字様に分裂し，体の両面に散在し，そ

の存在は肉眼では認め難い (Fig.1 ). 

5. 雌性生殖器官 カルポゴシと助細胞は別々の枝叢中に形成される。

之等の枝叢は中皮層下部の細胞がその内容を共通な寒天質で包まれたままで

二細胞列の枝に分裂し，次に共通寒天質を1政って比の枝が発達して多数の細

胞列の枝に分岐して形成される (Figs.2， 3， 4).完成した枝叢は恰も髄糸末

端細胞から分岐したような観を呈するがその発生の段階は上記の如くであっ

て，髄糸の細胞との述絡は後になって枝叢細胞から辿絡の細胞が造り出され

るのである。カノレポゴシ枝は1箇の胎原列車m胞とカルポゴシから成り，胎原
列細胞は枝叢!底部中央の細胞が支持細胞となり之が分裂して生じたものであ

る。受精毛はカJレポゴシの近くに於いて甚しく膨れて居てその中に於いては

原形質が旋回している。カノレポゴシを有する校叢の下部に多くの場合原形質

に富む巨大な細胞がまbり，之と枝叢細胞と述絡があり枝叢に栄養を供給する

ものの様である。助細胞枝叢はカルポゴシ校叢に比して一般に細胞列の数が

多く，且つ助細胞が述絡糸と述絡する以前に於いて既に，将来果孔となるべ
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10 藻類第5巻第1号昭和32年5月

き上部が幾分凹l床を示している。助細胞は原形質に富む{也の枝叢細胞に比し

て遥かに大形の細胞で校叢細胞列聞に介在的に形成される(Figs.5， 6， 7， 8)0 

6. 嚢果形成の過程 本研究では受精したカノレポゴシを観察することは

出来なかったが，助細胞に述絡糸と思われる糸が述結している所から推して，

受精したカノレポゴシから辿絡糸が出たものと推断される。助細胞の校設細胞

列はツノレツノレ，ブダラク， ヒヂリメシ等に見られる如くにそのまま多数の状

に分岐しないで，校叢細胞から附近の中皮層或いは内皮層細胞に述絡の細胞

列を出して辿絡する。之が本種の完成した褒果に於いて被覆糸を有しない硯

由である。但し校叢底部附近の校叢細胞は若干分裂して嚢果底部間近に原形

質に富んだ糸として存在する。助細胞は述絡糸に述絡した後に分裂して第一

の成胞糸を生じ，此の成胞糸は更に数回分裂して多数の成胞糸を造り，之等

の成胞子から果胞子を生じて仁を形成する。出来上った嚢果は底部に若干の

被覆糸を持つ外は被覆糸を有しないで直接皮層細胞に固まれている。誕果は

果孔を有し概ね皮層部の中に坪tiEし，髄層中に深く入るととはない。乾燥標
本に於いては褒果の存在は肉眼で辛うじて認められる程度である (Figs.9，

10， 11， 12)。

Summary 

1.τ'he structu1."e of the f1."ond and the rep1."oductive o1."gan a1."e studied in 
Pachymeniopsis Yendoi YAMADA collected at Oma， Shimokita Peninsula in 
Mutsu P1."ovince. 
2. The f1."ond is about 30 cm long by 2-5巴mwide， and has a thickness of 
about 1 mm. The exte1."io1." view of the frond bea1."s some 1."e3emblan巴eto that 
of GrαteloupiαetlipticαHOLMES，. especially in the shap自 ofthe hapter which 
is p1."oduced from undersu1."fa巴eof the frond. It is 1."emarkable cha1."a巴te1."that 
the f1."ond has angulated edges as if cut with a knife at 1."ight angle to the 
su1."face of the f1."ond. 
3. The cortical laye1."， in the developed stage， is about 15 layers thick. The 
oute1." co1."ti巴allayer is consisted of about 7 laye1."s which are constructed of 
oblong 01." elongated cells disposed in dense， anti巴linedrows. The middle co1."tical 
laye1." is const1."ucted of about 5 laye1."ed， large， oblong巴ells，having transverse 
conne巴tionswith each other. The inne1."most corti巴allaye1." is about 5 layered， 
consisted of la1."ge， pa1."enchymatous， stellate cells. The medul1a1."Y laye1." 0巴cupie3
two-fifths of thickness of th宮frond，and is composed of elongated，町田pingand 
interla巴edcellula1." filaments. The medullary filaments are bran巴heddichoto・
mously， disp03ed very densely， especially so in the middle part of the medullary 
laye1.". In almost of the fronds， the write1." had collected， he found parasitic 
algae in the inne1." tissue. The algae bea1." some 1."esemblance to ChαGtoS'iphon sp. 
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in the shapes of the frond. 
4. The tetrasporangia are formed in the middle corticallayer， divided cru-
ciately， scattered on bo出 surfaces. They are s巴arcelydiscerned wi也 ey図 in
either fresh specimen or in dried one. 
5. The carpogone and the auxiliary cell are developed in s9parate ampullae. 
The carpogonial branch is two-celled， composed of one carpogone and one 
hypogenous cell. The hypogenous cell is produced from supporting cell which 
is located in the bottom of the ampullae. The auxiliary cell is spherical， 
protoplasmic and developed intercalary. 

6. The auxiliary cell， after connection with connecting filament， cuts ofI a 
primary gonimoblast-cell， from which tha ensuing development of the gonimo・
blast subsequently takes place. The cells of auxiliary ampullae produce some 
cells which connect with neighbouring tissue， but世1eampullar filaments do not 
issue any lateral branch， except in the basal por“on of the ampullae， so that 
the cysto四 rphas no filamentous basket. 
包1ecystocarps are scattered on both surfaces of the frond， and immersed 
to the cortical layer， not to the medullary layer so deeply. 
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l2 藻類錆5巻第1号昭和32年5月

1. 四分胞子礎体の横断の一部 x 375. 
2.3. 中皮厨細胞を起原として技叢細胞が分裂する所を示す x 375. 
4. 若い枝議 x 375. 
5. カルポゴンを蔵する枝護 x 375. 
C. カルポゴン V.C.原形質1<'富む栄養細胞 T.受精毛 H.胎原列細胞

6. 助細胞を蔵する枝叢細胞から附近の細胞に向って迎絡の細胞列を出している
所を示す x 375. C.C.連絡細胞
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9 

7. 助細胞が介在的1<:生ずる所を示す x 375. 
8. 助細胞を蔵する枝殺 x 375. 
9. 助細胞から第一成胞糸細胞を分裂したもの x 375 1. G.第一成胞糸細胞
10. 第一成胞糸細胞から多数の成胞糸を分裂したもの x 375 
G. 成胞糸 C.F.連絡糸

11. 若い裂果 x 375. 
12. 完成した褒果 x 250. 
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紅藻ニセカレキグサ及びアカバに於ける

雌性生殖器官の発達について

三上日出夫*

H. MlKAMI: On the development of the female organs of 
Farlowi，αirregularis YAMADA and 
NeoduseαYendoαnαTOKlDA 

1. Farlow抱 Il・regulari8YAMADAについて

ニセカレキグサは 1933年， 北大厚岸臨海実験所附近に於いて初めて採

集され，山同教授により Farlowiairregularis YAMADAと命名された。こ

れは Farlowiaが日本に産することが知られた最初の報告である。ところが

その際得られた楳品はすべて未成熟体のみであり，従ってその生殖器官を観

察することは全くできなかった。その後，本種は北海道の他の場所，例えば

北見知床，枝幸，樺太及び千島列島等からも採集されたが，これまた何れも

未成熟体のみであった。以上のように成熟体が仲々得られなかった理由とし

て， 本穫は 10月下匂頃より真冬にかけて成熟期に達すると考えられるから

である。一方私の知り得た限りに於いては Farlowiaに所属する外国産の極

としては，次の三種を挙げることができる。日¥lち何れも北米西海岸に産する

F. comρressa J. G. AG.， F. crassa J. G. AG.，及び F.mollis (HARVEY et 

BAILEY) F ARLOW et SETCHELLがそれである。さて Farlowiaは Cryptone-

miales中のリヲモシソク科 (Dumontiac泡ae)に属し，その特徴として

i) 助細胞は受精以前に既に存在し，特殊の副校として形成されること

ii) 擬助細胞 (sterileAuxiliarzelle)が存すること

iii) 造果器をそなえたカノレポゴシ校と助細胞をそなえた助細胞枝とは互し、

に離れて存する

などの諸点を挙げることができるω Farlowiaの雌性出官が Dumontiaceae

の特徴を示しているということに関しては既に SCHMITZ及 HAUPTFLEISCH

(1896-1897)が簡単にそれにふれている。 しかしー且受精したカノレポゴシが

その後どのような経過で果胞子を形成するに至るかという問題については，

今日迄全く記載報告がなされていない。 筆者は 1951年10月20日北海道日

後私幌南高等学校
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三上: 紅藻エセカレキグサ及ぴアカパIr.於ける雌性生殖器官の発達について 15 

高国様似村字幌満附近に於いて，幸運にも本種の完熟体を採集することがで

きたので，その発達過程を追求することができた。その研究結果を発表する

に当り，終始街]懇切な指導を賜わった恩師山田教授に対し，ここに記して深

い感謝の;琶を表する次第である。

a. 受精以前のカノレポゴシ校について

カノレポゴシ校は Dumontiaの場合の如く髄糸からではなく， 皮層の最

も内側の細胞より髄に向かうて形成され， 8-10 (-12)箇の細胞よりなり一

般にカノレポゴシより数えて第4番目の細胞が最大で 5番目のものがそれに

次ぐ大きさをもっている。一方本種のカノレポゴシ校は体表に向かつてかなり

強く屈曲する場合が多く，その為カJレポゴシはカノレポゴシ枝の第4番目の大

形細胞(擬助細胞)と接近して位置する如くなる(第1図.A， B).。カノレポゴ

シより出る受精毛は極めて長く，カノレポゴシに近いところで数回屈曲する場

合が多い。

b. 助細胞校について

カノレポゴシ校と同じく助細胞校もまた皮層の最も内部より髄に向かつて

多数形成され約10-14簡の細胞よりなり， その基部細胞より小枝を派生す

ることは稀であり，体表に向かつて鈎状に屈曲している。助細胞校にあって

は体が成熟期に達するにつれて，一般にその先端の細胞が慣に内容を得て最

大となり，先端より数えて第3番目のものがそれに次ぐ大きさを示すように

なる。普通の場合先端より第2番目の細胞が真正の助細胞 (Auxiliarzelle)と

なりその形は殆んど矩形状を呈し， 普通之に隣接する両細胞(先端細胞及び

第3番目の細胞)より小形である(第1図.F， G， H)。 しかし，稀には先端

より第3番目の細胞が助細胞となるのが観察された。

C. 受精後におけるカノレポゴシ枝の発達

受精したカノレポゴシの内容と擬助細胞との結合状況については， 1図，C，

D， Eの如くかなり明瞭に観察することができた。 即ち受精を終えたと見ら

れるカノレポゴシからは，棒状の小突起を生じ，それを介して擬助細胞と結合

する。するとやがて擬助細胞の内容は前方に出て 1箇のかなり大きな癒合

細胞が形成される。 つづいて癒合細胞からは2-3条の有節の連絡糸 (Ver-

bindungsfaden)が発出される (1図.E)。このようにして出された辿格糸は

やがて髄糸の聞を通り助細胞校に向かつてや¥1長する。

d. 虫絡糸と助細胞の結合及び果胞子形成
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16 藻類第5巻第1号昭和32年5月

連絡糸は 1図， Hに示した如く遂に助杭胞校の先端より数えて第2番目

に位置する助細胞と結合する。前述の如く稀に3番目の細胞が助細胞となる

場合も見受けられたが，しかしその場合に於いては助細胞枝の先端の細胞が

吏に外側に向かって余分に1四分裂を起したためのように思われる。連絡糸

との結合を終った助細胞は急速に一方の側に生長しはじめ， やがて Goni-

moblastを発出し， Gonimoblastの各細胞は巣胞子となっていく。果胞子の

集団は始めは屈曲した助細胞校の内側に抱かれる如く存するが，やがて助細

胞枝全体を覆う彊果となり，皮層と髄層との中聞に1図， Kの如く位置する

ようになる。

2. Neodil8ea Yendoana TOKIDAについて

次に同じく Dumρntiaceaeに属するアカパの場合について簡単にのベ

る。アカパは我国殊に北海道近海には板めて普通に，しかも多量に見られる

紅藻の一つであり， 1909年故遠藤博士により欧州産 Dilseaedulis STACKH. 

に同定されて以米，畏らくこの学名が用いられてきた。 ところが1942年に

なって時国教授が詳細に豆りそれの研究を行なった結果，その四分胞子形成

及び其の他の性質について欧州産 Dilseaとは全く異なるものであるとの見

解を発表され，更にアカパを基にして Dumontiaceaeの中に新属 Neodils却

を設け，N. Yendoana TOKIDA と命名されるに至り今日に及んでいる。時

田博士の論文に於いては，アカパのカノレポゴシ枝並びに助細胞校の状態，及

び完成された褒果に関しては詳細に記述されている.しかし最も興味ある点

と思われる受精後に於けるカルポゴシと擬助細胞との結合，連絡糸の発出，

助細胞枝における助細胞の位置等に関しでは記述されていない。以上の諸点、

を明らかにする為， 1952年9月採集の日高産アカパを材料として得られた観

察結果につき次に略記する。

a. 受精以前のカJレポゴシ枝について

本租のカノレポゴシ枝の構造については時田教授 (1942)により記載され

たものと全く同様である。 即ち，N. YendoanaのカJレポゴシ枝を前述の

Farlowia irregularisのそれと比較すると次の諸点に於いて一致が見られ

る。

i) カルポゴ γ校は皮層の内部より髄l乙向かって出来てくる

ii) 先端よりt114許日の細胞が最大となり後に擬助細胞となる
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iii) 体の表面に向かってかなり屈曲している

しかし，本種のカノレポゴシ枝はその基部に近い細胞から小枝をしきりに派生

する傾向が強<， この点に於いて F.irregularis からいささか 511~. なってい

るといえる。

b. 助細胞岐について

時国教授により記載された如く，助細胞校もまたカノレポゴシ枝と同様，

内部の皮層細胞より髄部に向かって多数形成され， 10 ii昔前後の車111胞よりな

る。若い時期の助細胞校の細胞は殆んど同じ大きさをもっているが，成熟に

達するにつれて最先端及び先端より数えて第3番目の細胞が著しく肥大し始

め，先端より第2許日の細胞が真正の助細胞となる。この点 F.irregularis 

と頗る頬似している。しかし助細胞の形が矩形状というよりは西洋梨形又は

球形乃至楕円形に近く，更にその位買は隣接する調11胞よりみて幾分突出する

傾向をもっ点及び，助細胞枝の基部細胞は通常長側の小1立を偏成する}，IJ~等に

より F.irregularisとは相違している (2阿.G， J)。

c. 受精後のカノレポゴγ校の発達

受精を終ったカノレポゴ γと擬助制1胞とのがi合については2関， Cの如く

観察することができた。即ち，受精したカノレポゴγの内容はそのままカ Jレポ

ゴシ枝の先端より数えて第4番目に位置する擬助細胞と結合する。 2閲， D

は癒、合細胞より出された有節の3本の述絡糸 (c)を示したものである。

d. 連絡糸と助細胞の結合及び果胞子形成

連絡糸と助細胞との結合については2図， 1， Jの如く明らかに観察する

ことができた。尚，述絡糸は一旦助細胞と結合してから次いで再ぴ仲長して

他の助細胞に向うと思われる場合も見られた。述絡糸との結合を終えた助制i

胞は一方の側に不規則に肥大して，やがてそれから造胞糸が各方向に出され，

造胞糸の各細胞は果胞子となる. 2岡， 1， Jはその若い造胞糸を示したもの

である。このようにして袈巣は髄の中にでき，単独或いは不規則な団塊をな

して形成される。

総括

以上の2積につき比較検討するとき，相互に頗るよく類似しているとい

える。閉じく Dumontiaceaeに属する Dudresnaya属にあっては擬助細胞

は2筒存することが知られ，カノレポゴシ校及び助細胞校は中和11細胞又はそれ
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18 藻類第5巻第1号昭和32年5月

より発したl愉1'.紋に形成される。 しかし一方 Farlowia及び Neodilseaに

あってはliii述の如く擬助細胞は共に1箇であり，カノレポゴシ校及び助細胞伎

は内部の皮層細胞よりできてくる。その上助細胞の位置に関しても，Farlo司

ω仰と Neodilseaとは共に助*111胞校の先端より第2番目の細胞であり， 興

味ある類似を示している。

Summary 

The developments of the female organs of Farlowi，αirregulαris and Neo・
dilseαY酎ldoanαcollectedat Samani in Hokkaido are studied. The results 
of our ob田 rvationsare summarized as follows. 
Farloω4α irre，qularis YAMADA 
1. The carpogone and the auxiliary cell are developed in the separate 

bran巴hes. Both the carpogonial bran巴hesand the auxiliary cell branches ori-
ginate from the inner cortex， which are about 8-14-celled. 
2. .The carpogonium joins with the fourth cell from the top of the car-

pogonial branch to form a fusion cell by means of a certain protuberance 
iS3ued from itself after fertilization. 
3. The auxiliary巴ellis developed generally as the second one from the 

top of the auxiliary cell bran巴h.
NeodilseαYendoanαTOKIDA 
The female reproductive organs of the present species are essentially like 
the Farloωfα irregularis， except the tendency of producing branchlets on one 
side of the auxiliary cell branch. 

主要文献

1. AGAR'JH， J. G. (1876): Species genera et ordines algarum. Lund. Vol. 3， 
Pt. 1. Epicrisis systematis floridearum. p.262. 

2. S:HMITZ， F. and P. HAUPTFLEISCH. (1896-1897): Rhodophyceae， in A.. EN-
GLER and K. PRANTI.， Die naturlichen Pflanzenfamilien. Leipzig. Teil 
1， Abt. 2: 519-520. 

3. YAMADA， Y. (1933): Notes on Some Japanese Algae V. p.280-281. 
4. 岡村金太郎 (1936): 日本海藻誌.

5. SMITH， G. M. (1943): Marine Algae of the Monterey Peninsula， California. 
p.203-205. 

6. TOKIDA， J. (1943): On thc 80・calledDilsea ednUs of Japan. 
7. HASEGAWA， Y. (1949): A List of the Marine Algae from Okushiri Island. 
p.54-55， fig.4. 

8. HIROSE， H. (1949): Contribution to the knowledge of the development of 
the female organ of Dudresnaya japonicαO臥.MU貼.
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三上: 紅藻ニセカレキグサ及ぴアカパrc於ける雌性生殖機官の発達について 19 

I 

B 
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F G H 

a 

l 
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第1図

A，B. 受精前のカ Jレポゴン校， x 370 
C， D. 受精後カ Jレポゴンより小突起を生ず， x 550 
E. 癒合細胞より連絡糸(c)を発出す， x 550 
F， G. 助細胞枝の発達， F図 x370， G図 x550 
H. 連絡糸と良正助細胞 (a)との結合， x 370 

1， J， K. 助細胞より造胞糸を生ず 1図 x550， J， K 図 x370 
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20 藻類第5巻第1号昭和32年5月

G 

第2図 NeoduseαYendoαnaTOKIDA 

A. 受精前のカ Jレポゴン校， x 367 
B， C. 受精後のカ Jレポゴンと擬助細胞との結合， x 367 
D. 癒合細胞より連絡糸(c)を発出す， x 367 
E. 若い助細胞枝， x 367 
F， G，H. 助細胞枝の発達， x 367 
1， J. 連絡糸と真正助細胞 (a)との結合及び造胞糸の発出， x 367 
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スギモクの肢にbける勾配の逆転

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Gradient reversal in Coccophora embryos. 

スギモク CoccoρhoraLangsdorfii，ヒパツノマタ Fucusevanescens， 

フνスジモク Sargassum confusumなどの匹形成にあたっては，まずはじ

めに各種の物質に対して特に透過性の大さいところが出現し，その部分が基

部となって， ここに仮根形成が行なわれることはすでに知られている(中沢

1953 a， b， 1955 a， b， 1957 a， b，図1a-c)，。 この事実は匹の基部から頂部
に向ってしだいに減少する透過性勾配が存し，それが匪の形態分化と何らか

の密接な関係をもっととを示している。この勾配を匹のより後の段階まで迫

跡した結果新しい事実がわかったのでこれを報告する。

実験材料は1956年 4月に浅虫で採集し， 人工受精後山形大学の実験室

議 1 スギモク怪の生体染色

発 生 段 階
仮根伸長期 仮根伸長停止期 生長点分化期

色 索 仮 基 頂 仮 基 頂 仮 基 頂 生
長

根 部 部 根 部 部 根 部 部 点

Auramin + 十 一 + + 一 + + + ++ 
Brilliant green + + 一 一 一 一 ++ ++ 

Congo red +*十骨一 一 一 一 +持 +* +袋持+*喬
Erythrosin + 十 一 + 一 + + 十 十
Janus gre四 + + 一 + + + 十 + 制+ 特骨

Methylene blue + + 一 一 一 ー 一 4+ +ト

Neutral red + + 一 一 一 一 一 骨+ 付4ト

Safranin 十 + 一 + + 一 + + + + 
Toluidin blue 一 一 一 一 一 一 一 骨骨 特争

伽，trol 一一一|一一一 I-

後 山形大学文理学部生物教室
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22 言車類第5巻第1号昭和32年5月

表 2 スギモク怪の固定後における染色

発 生 段 階

仮根伸長期 仮根伸長停止期 生長点分化期

色 索 仮 基 頂 仮 基 頂 仮 基 頂 生
長

根 部 部 根 部 部 根 部 部 点

Auramin 十 一 十 +子

Brilliant green ベトト 一 4+ +ト

Congo red 十舎を 十舎を 十*
一 +勢ー卜"十勢十.~

Erythrosin 十 寸ー 一 寸ー 十

Janus green 十 一 一 寸ー +ト

Methylene blue 一 キト 十ト

Neutral red 十 十 一 一 一 一 +ト +-ト

Safranin 十 一 一 一 十ト

Toluidin blue 十 一 一 一 +ト +ト

control 一一一|一一一|一一

で培養した CoccoρhoraLangsdor.fi(の脹で，受精後に形態的iill.d1が現われ

るころから幼伍の頂部近くに生長点の分イじするまでの各段階を表1および衣

2にみる各種の色素溶液で染色し，透過性勾配を推定した。色素はまず蒸溜

水にとかした1%原液をつくり，

これをpH8.2の海水10ccに各1

滴ずつの割合でうすめて使用した。

材料は生体のまま，または10%

ブォノレマリシで固定してから色素

溶液に浸演し， 1-2時間たって観

祭した。

実験によると，卵割開始後に

仮根伸長の段階に至るまでは，前 第1図 Brilliantgreen によるスギモク幼

の実験 (1953，1955 a， b， 1957 a) 底の生体染色(模式図)

とひとしく基部にはじまって頂部 a)極性分化以前， b)極性分化初期， c)仮
根形成期， d)仮根伸長停止期， e}生長点

に向う透過性勾配がみられた(図 分化期.ap，頂部 bs，丞部 m，生長点.

1 b， c). 仮棋が十分に伸長して 点々は染色を示す。
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中沢: スギモクの廃における勾記の逆転 盟

しまうとこの勾配が消えて染色性が低下じ脹全体はー様に染色されるように

なる(図1d)，。ついで頂部から少しはずれたところに生長点が分化する段階

になると以前とは反対に，頂部および生長点から基部に向って減少する逆の

透過性勾配があらわれる(表1，2，図1e). またこの現象は，固定材料でも

生体でもみられることは Helod仰の葉(DRAWERT 1938)， νダの前葉体

(REUTER 1953，伊倉1954)におけると同様である。言いかえると，スギモク、

の脹では最初に基部が仮根として仲良し，同時に基部→頂部向きの透過性勾

配があらわれる.仮根の仲良が中止するとこの勾配が消え，やがて頂部近く

に生畏点が分化すると同時に基部←頂部・生長点という前と逆方向の勾配が

生じてくる。とのようにして形態分化は透過性勾配と密接に関連している。

しかし匪の形態的な極性は透過性勾配が逆転してもこれにともなって乱れ，

または逆転することはない。

Resume 

Embryos of Cocc叩horaLangsdor fii， a fu巴oid，were stained wiぬ various
dy飽 vitallyand after being fixed with formalin. As a result， a perm曲 bility
gradient from the base to the apex， was revealed before the end of the rhizoid 
elongation st昭'e. The gradient diminishes with cease of the rhizoid elongation. 
A new re¥'ersal gradient appears with出emeristem differentiation from the 
apex and the meristem to the base of the embryo. Thus the permeability is 
much related to the morphogenesis. 

文献

DRAWERT， H. (1939): Protoplasma， 29， 206-22'7. 
IGURA， 1. (印刷 Bot.Mag. Tokyo. 4.7， 222-227. 
NAKAZAWA，8. (19.明 8ci.Rep. Tohoku Univ. 4 th 8er. 20， 89--92. 

(1955 a): Anal. Inst. Biol. Univ. Mexico， 26， 19-22. 
一一一一一一一 (1955b): Bull. Mar. Biol. 8tat. Asamushi， 7， 147-151. 
ー (1957a): Bot. Mag. .Tokyo， 70 (in prωs). 
一 (1957b): Ibid.叩 (inpress). 
REUTER，Loπ包 (1953): Pro句pl鋪m払 42，1-29. 
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ラッパモクの分布に就いて

山田幸男

昨年東京都立大学の加崎英男助教授から同学学生園田幸郎君が相州葉山

附近に於て採取した海藻の標本の同定を乞はれ同時に同君の作ったリストを

見せて貰う事が出来た。然るにこのリストの内にはラッパモクの名が見えた

ので非常に面向いことと思い特に乞うてその液浸標本の送聞をえた処間違な

くラッパモク (Turbinariaornata J. AG.)であった。同君の手記によると

「これは8月20日に葉山公閣の前の浜(大浜)に打ちあげられていたもので

す。ブォノレマリシ漬けですがとった時もほぼこんな状

態で，死んではいない様でした。南西のj試で波がある

日でした。伊豆の方から流れてきたものか，葉山にあ

ったものか疑問です。それ以後一度も見ません」とあ

る。抑々本種の産地として岡村先生の海藻誌にあげら

れているのを見るに台湾紅頭唄，琉球，小笠原島，種

子グ島，土佐浦戸(安部)並に伊豆須崎(瀬)11)が産地

としてあげられている。

との内瀬川宗吉博士の採ったものも矢張り打掲げ

品で，生えていたものではない。 土佐浦戸(安部)と

あるものは如何でらろうかと手許にある先生の標本を

見た処“Turbinariaornata土佐浦戸，阿部世意治氏

送る"という 1標本がありこれは勿論明に本種である

が長さ lcm余りに過ぎない fragmentで基部もない。
恐らく矢張り打あげられたものではないかと察せられ ラッパモク x 1 

る。筆者・は先年来瀬川博士と共に伊豆諸島特に八丈島の海藻の調査に従事し

ているが未だに此の種の実際に生えているのを見る機会がない。実際の標本

が伊豆に打揚げられ今又葉山にも流れついているのがわかり，又土佐にも見

出されているのを見ると，どこか此の辺に実際生育している処があるらしく

も思われるので，何とかしてっきとめて見度いと思うのであるがどなたか此

の件に関して御教示を受けられhば幸である。尚此処に掲げた図は此度閑回

君の葉山に採取した標本を写生したものである。

(北海道大学理学部植物学教室)
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“AIgae"という名のイルカ

北米 Florida州の Marinelandにある MarineStudios の水族館には，数尾のイ)~

カ (porpoise)が飼つであるが，プールの上空1<::餌を吊してやると， 水中から高く跳ぴ上

って餌を取るようにならしであるので人気を呼んでいる。 中でも花形選手は 16~尺の高ざ

まで跳躍するイルカであって，乙のイ Jレカは“AIgae"という名が付けられているという。

UP-Sun Photo提供のニュースで， ジャパン・タイムズ8月12日の紙商にその写真が載

っている。

AIgaeという複数名詞を，イルカの名前Ir.付けるという感覚はわれわれにはちょっと

理解しにくいところであるが，強いて想像すればこのイルカの皮膚にまだら模様があって，

海藻の茂った有様を思わせるのでもあろうか。それはともかく，一びきのイルカの固有名

詞lこ使われた例として記録p::値する。(北海道大学水産学部時国 郎)

クロキヅタ Caulerpascalpelliformis (R. BROWN) 
AG. var. denticu1atα(DECSN.) 
WEBER V AN Bos.のー産地

昭和29年5月4日愛媛県西宇和郡伊方村(現在伊方町)ノ内仁田之浜の海岸の岩礁上

!L.クロキツタが多数群生しいてるのを発見した。低潮線及び低潮線下30-70cmの問の岩

礁上Ir.着生し，体高は 10-20cmで浅海産のものである。最近自然的環境変異の関係か年

年生育減退し， もしこのままの状態で推移するとすれば将来或は絶滅するかもしれないの

で報知し記録にとどめておく。(伊方町野村義弘)

j固沼臨湖実験所の誕生

茨城大学文理学部生物学教室では，かねてから澗沼に面する民家の離れを借用し，非

公式に茨城大学澗沼研究室の看板を掲げ，若干の研究設備を整えて，湖沼学的生物学的な

研究を続けてきた。しかし借家住いでは何かと不便であり，小さくとも独立の研究室を建

て，大学の正式な研究機関として活滋な研究をすることが要望されていたととろ，幸l己も

地元の茨城県東茨城郡石崎村から，風光明朔な親沢鼻Ir.210坪の用地が無償で提供され，

茨城文化振興会からは実験室新営基金として30万円が寄託された。 とのような地元の協

力Ir.より，昨年12月上旬Ir.木造 12坪半の実験室が落成し，茨城大学直属の研究機関とし

て，澗沼臨湖実験所 (HinumaHydrobiological Station)が誕生した。初代所長Ir.は生物

学教室主任の佐藤正己教授が任ぜられ，文理学部から 5名，教育学部から 2名の教官が所

員を命ぜられたので，その氏名と研究テーマを次Ir.掲げる。
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調 藻類第5巻第1号昭和32年5月

佐藤正己(海藻並びrc.水草，植物性プランクトンの分類)，野本宣夫(植物性ブランク

トン，水草の生態)，今村泰=(魚類の食性，湖岸動物相，動物性プランクトン)，篠崎寿太

郎(水棲動物の穆透庄の調節，一般湖沼学的研究)，野村正雄{澗沼の成因，湖底堆積物，

周囲の第四紀地盤運動)，山崎芳夫(軟体動物，底接動物相)，高橋栄(水産地理学)。

現在の設備は，和船2箆， 3尽力半艇外機1台，採泥恕，採水告書，頴倒温度計，透明

板， ドレツ三人プランクトンネット，その他の普通のものがあるだけで，学長を委員長と

する澗沼崎湖実験所建設委員会が整備拡充にあたり，所員会議が運営方針を協議する仕組

になっている。

まだ誕生したばかりであるが，既1<:東京都立大の加崎英男助教授が車軸藻類の調査に

来所された。実験所としては差支えのないかぎり広〈各方面の学者の研究1<:協力したいと

考えているので，御希望の方は水戸市渡里町，茨城大学潤沼賂湖実験所長宛1<:連絡してい

ただきたい。(茨城大学文理学部生物学教室佐藤正己)

新著紹介

ヘルムケ及びクリ戸グJレ共著

電子顕微鏡像に品、ける珪藻類の被殻

J. G. HELMCKE und W. KRIEGER: Diatomeenschalen 
im elektronerunikroskopischen Bild. (1964， Berlin) 

本書は書物というよりも写真集であって，13x18巴mの大きさの印画紙へプリントし

た200棄をIおよびIITeil 1<:分け， おのおのをブック型の墜ろうなポール箱1<:収納しで

ある. なお各Teilの箱内には各業の写真1<:極めて簡単な摘要を記した目録と索引をかね

たパンフレットとピュワーが付属している。

乙の珪藻類電顕写真集の特別な点は，その写真の殆んど全部が2枚1組になったステ

レオ(立体)写真であって，付属しているピュヲー(観察用メガネ)を用いて乙の写真を見

ると美しく浮き上って，珪型車般の立体的構造が手にとるように見えるようになっているの

である。

新著紹介としての要旨は上1<:述べたと乙ろに尽きるけれども，乙とに紹介者としては

ステレオ顕微鏡写真について少しく説明して置きたいと思う。

われわれが白常肉限で物体を見る場合はそのほとんど全部が両限を使用しているので

あって，なにか特別の理由があって両限で見たのでは不便な場合のほかは片限で見る ζと

はないのは言うまでもない ζとである。両限を同時に用いて見なければ被視物体の遠近・

前後の関係を十分に見取るととができず，片限では状況判断によって前後関係を理屈や経
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新著紹介 z 

験の上から推断して知るのに過ぎない乙とはいまさら論ずる必要はないと思九そしてわ

れわれは両限で観察する方が実物のありのままを見取る乙とができ，片限ではそれよりも

不完全な観察しかできない。つまり人類としては両限で見るのが標準的であり，片限で見

るのは変則である。

しかるにわれわれは顕微鏡が通常は単限であって，それを用いて観察する乙とを教育

され，顕微鏡的事項は片限によって観察された乙とだけを習い，また自分もそうしてのみ

研究して来ている。極言すればわれわれは顕微鏡の世界にある限りは一つ限の片論者であ

る。

生まれt.r.がらにして片限だけしか見えない者は岡眼を使ったととがないから両限を使

って見る物体の実感というものを全然知らないけれども，生まれた時から片限の者はそれ

で少し色不便も不満足も感じてはいないはずであろうが，両限が使えた者が後1<:片限にさ

れたならば不便・不満足を感じないわけにはいかないと思九だからわれわれが単限の顕微

鏡で観察したととを現在は一応それで正しいものと満足に思っているのは，生まれつきの

片限の者がそれで一応の満足をしているのと全く同じ乙とであると言ってよいものと思う。

紹介者は既1<:16-16年も前から自分の研究している珪藻類について双眼的観察をし

なければ十分なる研究とはいえないということに着想して，種々の方策を考えて来ていた

のであったが，光学顕微鏡の高倍率・高分解飽を使用する場合は双眼による立体観察は殆

んど不可官官であって，ただ多少の対策を考案実施する乙とにより，不十分ながらも幾らか

は立体観察ができるという程度であり，なお種々の対策を考えてはいるけれども，まと本

当1<:全幅の満足を得るに至っていないので公表はしていなかったが，直接の対談などの際

には大概乙の乙とに言及していたのである。

双眼顕微鏡によって立体観察をするためには，焦点深度が物体側における顕微鏡視野

の直径と等しいだけ忽〈てはならない。あるいは被鏡検物体が乙の視野の中へ完全に入っ

てしまうものである場合は，その物体の直径と等しいくらいの焦点深度がなくてはならな

いのである。しかるに光学顕微鏡の高分解飽を使うときは焦点深度が視野の直径の 1/100

以下 Vらいしかないのであるから，乙れは全く満足するような双眼立体観察は不可能に近

い乙と色わかっていて，ただ被鏡検物体毎1<:害する個別事項に対して多少の対策が考えら

れるのみなのである。

乙れに対して鱈子顕微鏡は焦点深度が大体視野の直径と 1対1くらいである乙とが，

電子顕微鏡体を検討してみれば直引とわかるのであって，私は包子顕微鏡がわが国内に紹

介された当時，直ちに将来はとれによって珪藻殻の立体写真が撮影されるに相違ないと直

感し，また自分でもそれを実験してみたいと思っていたのであった。しかし私は戦災を受

けてしまって標本や文献なども全部焼失してしまったから，戦後はその再入手の方が切実

に感ぜられ，電子顕微鏡による謹務殻の立体写真の撮影の方は一時お預けの形になってい

る中1<:HELMCKE及び KRIEGERがその研究を始めた乙とを知ったのであり，最近はそ
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れをまとめた上記の写呉集が刊行されたので， ドイツの知人に頼んで入手したのである。

文献によれば光学顕微鏡で1000倍の顕微鏡立体写真を綴影した例もあるそうであ

るが，不幸にしてその写真は私も未花見ていない。 しかしそれほどの高倍率でなくて

400倍くらいまでのものならば私も光学顕微鏡で立体写真を既に撮影している。少し鮮鋭

ntが低下するが，乙れを少し引伸ばせば500倍の写真にはなるのであり.500倍は 1000倍

の1/2である乙とを思えば被鏡検物体の種類によっては光学顕微鏡での立体観察や写真の

撮影が全く不可飽で役rc.立たないものだと見捨るのは軽率である。

乙のような乙とから，従来の仕来たりに少しの改良もなく単眼的の観察で済ませて来

た乙とがらでも，立体的な観察をするととによって幾多の新事実が究明されるのではない

かと私は考えているし，もしそうなれば論文への掲載図なども立体写真が用いられるよう

に怠るかも知れない。

話が前後するけれども，光学顕微鏡は前述の如く焦点深度が浅いために，被鏡検物体

上の僅かの上下・凹凸がピントから外ずれて不鮮鋭になるので，単限でもピントの合った

面よりも上または下にある乙とが直ヤにわかる&乙れは双眼観察が困難な光学顕微鏡にお

いては逆にその欠点を利用して遠近判断(遠近判断というよりも， 同一平面上にないとい

うだけの判断であって，速いか近いかは微動適正装置を使う乙とによって補助的にわかる

のである)ができるというのは一つの言い訳けかも知れないが特長でもある。 とζろが電

子顕微鏡では焦点深度が深いために遠い所も近い所も同様にピントが合う傾向があるか

ら 1枚の写真では障子へ映した影絵のような写真になり，一見すると鮮明なような感じ

を受けるが，実際にそれを使って研究観察をすると，遠近感が少しもないから，本当に研

究的11:見ると電子顕微鏡写真は味気のないものである。ただ電子顕微鏡は光学顕微鏡のよ

うに誰の所にもあって常用されるほどには普及していないので，特別の立場の人は別だが，

多くの人は余ほどの必要がないと，そう度々は使わないので，その明暗コントラストと分

解飽が光学顕微鏡11:比して非常に高い乙とだけに気をうばわれてしまって，遠近・凹凸な

どの立体観の ζとまで考えようとしていない人が多い。と11:かく電子顕微鏡では焦点深度

が大きいので一様にピントの合った美しい写真がとれるという特長がある反面， との特長

は一つの欠点にも数えられる ζ とを忘れてはいけない。

乙れらのととをよく理解していれば電子顕微鏡はステレオ写真を撮影するのに適した

・条件を備えているのみならず，電子顕微鏡写真はステレオ写真に撮影するのでなければそ

の特長の大半を利用していないことになっているのがわかるのであろう。

もう数年以上も前のととであったが一応戦後の不安もしずまり初めた頃，私は骨量顕ス

テレオ写真への宣告備として高倍率での光学顕微鏡ステレオ写真の撮影の実験に取りかか

り，且つステレオ写真に関する文献なども調べてみた。生物学の他の部門においても多分

同じ乙とが言えると思うが，少くともE主義類の某種類などでは 1枚の凸版印刷的な図で記

録する従来のやり方では，記録した本人以外にはその図から実物の学名を判定する乙とは
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甚だしく無理であって，現在までにおいても分類上の所属などに異論があってやむを得ず

できる異名はいたしかたがないとしても，既容の記載方法が不明瞭であるために生じたと

恩われる異名が甚だしく多いのである。そしてステレオ顕微鏡写真を用いて記録すればこ

の混乱が余ほど除かれるに相異ないと私は考えてステレオ顕微鏡写真技術への関心を持っ

たのであったが， それに対してその当時，顕微鏡写真(光頭・電顕を含めて)ばかりはス

テレオ写真に写しでも無意味だというととを私は人から言われたとともゐったように記憶

している。しかしそれは古い誤った考えであると私は信じていた。生物学の他の分野で顕

微鏡ステレオ写真がもう実用に使われているかどうかは私は知らないけれども，珪藻類Ir.

関する限りは，乙れに紹介したような立派な研究が現われているから他の分野においても，

顕微鏡ステレオ写真を応用した発表が多数出るのも遠い乙とではないかも知れない。

乙乙Ir.一言したい乙とはステレオ写真というものは正しい見方を知っていないと本当

に立派な浮き出したととろが見えないのである。読者の中にはステレオによる映画を見た

人があると思うが，その浮き出しは実Ir.著しいものであるのに驚いたであろう。これに比

して机上Ir.置いて見る 2枚 1組のステレオ写真の浮き出しはそれほど著しくないと思って

いる人が多いようであるが，乙れは本当のステレオ写真の見方を知っていないからである。

映画の場合には偶然にもそれを知らないで見ても完全な浮き出しを生ずるように恨の機憶

ができているのである.2枚1組の写真でもステレオ・ピュワー(立体写真用j ガネ)を

用いて見ると，無造作に見てもかなりよく浮き出すようになっているのであるが，それで

も本当の正しい見方を知らずに見ると決して良い浮き出しは見えないものである。上記の

写真集中の写真にも付属しているピュヲーを用いれば直ヤ浮き出して見えるものと，浮き

出す乙とは浮き出すが，余りよくないものとがある。しかし正しい見方を知っていればピ

ュワーを使わなくてもよく浮き出して見えるし，さらにピ且ヲーを使えば実に立派な浮き

出しを見ることができる。

私としてはその正しい見方を乙とに参考のために述べたい気持はあるけれども，また

それは将来， もし顕微鏡ステレオ写真が研究Ir.盛に使われるようにでもなければ，ぜひ知

っていなくてはならない乙とにもなるのであるけれども，その説明には余りに紙面をふさ

ぎすぎるので省略しないわけにはいかないのが残念である。若しそれを必要とする人に

は，私が自分で執筆した記事を紹介するようで，まことに言いにくいけれども，日本Ir.は

ステレオ写真の問題について詳説したものが全くなくて，大統はアウトラインだけしか記

していないので，私は公刊雑誌「科学の実験」に今年の1月号から数回に亘ってステレオ

写真について執筆しているのでそれを御覧厭いたい。

付記私は上には顕微鏡ステレオ写真のみについて述べたけれども，肉眼的な物体で

もステレオ写真で記録したならば，きっと好果を得られると思われるものが少なくない。

専門外の乙とで果して適例であるかどうかはわからないけれども，ウメノキゴケの如き地

衣類は全形を写生描画しでも，写真に撮影しでもその表面の凹凸についての実感が表わせ
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ないものである。 1枚の描繭図. 1枚の写真ではただその紙面内での凹凸が現われている

だけであって，紙面へ盛り上り，または紙面から凹んで描写することができず，単It.影の

効果によって，そ乙は凹んでいるのであろうと組像して見ているに過ぎないからである.

しかしステレオ写真ならば実物を手It.取って見るような感じに見ふる。さらにカラー・ス

テレオ撮影であれば外観の保容には全く申しぶんないであろう。読者各位がその専門の分

野の研究記録においてステレオ写真を応用したならば便利であるというような場合は予想

以上に多いのではないかと私は考えている。

(横浜市立大学生物学教室津村孝平)

本会名誉会員牧野富太郎博士は去る 1月18日，病気の為逝去されました。

乙ζIt.謹しんで哀悼の意を表します。

日本務類学会

学金銭事

昭和32年4月8日から 5日迄水産学会大会が東京Ir.開催されたのでその第1日自の

4月8日午後6時から銀座の三笠会館Ir.於て本会の懇談会を開催した。 出席者は約15名，

名誉会員三宅蹴一博士も出席され一間夕食を共にし午後10時頃迄懇談，愉快な春の符を過

した。倫会場其の他について御尽力を煩わした須藤幹事並Ir.当日の会合につき特別な御厚

意を頂いた会員協和醗軍事工業株式会社東京研究所木下視郎民Ir.対し感謝の怠を表します。
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